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 今回の調査の対象となった P2018 のメンバーについてまとめたのが表 1 である。  
 
表 1 P2018 の構成 
派遣元 兵庫県…5 名 神戸市…1 名 鳥取県…2 名 山口県…3 名 
現任学校籍 小学校…2 名 中学校…2 名 高等学校…5 名 特別支援学校…2 名 
職名 教頭…2 名 主幹教諭…4 名 教諭…5 名 
特記すべき経歴 
行政経験（県）…4 名 行政経験（市町）…2 名  







 本コースでは、専門科目・実習科目として計 32 単位を履修することとなっている。表 2
は、P2018 のカリキュラムにおいて必履修とされた専門科目・実習科目である。 
 
表 2 P2018 が履修すべき専門科目・実習科目 
専門科目（22 単位） 
教育行財政の制度と運用（2 単位） 教育施策の立案と評価（2 単位） 
教育法規の理論と実務演習（2 単位） 学校組織マネジメントと学校評価（2 単位） 
教職員職能開発と研修プログラムの開発（2 単位） 開かれた学校づくりの事例と実践演習（2 単位） 









学校経営専門職インターンシップ（10 単位） 教育行政専門職インターンシップ（10 単位） 
（安藤（2018）を基に作成１） 









































むを得ない欠席者が出ることもあったが、原則全員参加で全 12 回の勉強会が開催された。 
 この取組を重ねたことが、改善プランの作成にどう影響を与えたかは、本稿の主眼の一つ


























① 調査対象 P2018（11 名） 
② 調査方法 選択式によるアンケート（web 回答） 
③ 調査日程 令和 2 年 2 月 3 日から 2 月 4 日（改善プラン発表会直後） 
④ 回答状況 11 名全員から回答 
（２）調査項目 





























 まず、各専門科目授業の成果物がどのように活用されたかについて尋ねた Q10 への回答
は次のとおりである。 









































































































































































































































 また、もう 1 点注目すべきは「中間発表」の効果である。中間発表での指導、質疑を合わ
せると、その影響は非常に大きい。これは、近年の本コースでのカリキュラム改善の成果と

































































































































 ※ ２と併せて、同著の他の各章についても適宜参照しております。 
